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【研究題目】 

仮面と権力－アフリカにおける王制社会と仮面文化をめぐる人類学的研究 

 

【研究の目的】 

本研究の目的は、現地調査に基づいてカメルーン高地、王制社会の仮面文化に関する詳

細な民族誌的記述をおこない、アフリカにおける王制と仮面文化の関連を明らかにすると

ともに、仮面と権力の関係に関する人類普遍の理論モデルを構築することにある。 

 アフリカの仮面に関する民族誌的研究は、国内外でそれなりの蓄積があるものの、多く

は王制研究とは全く別の文脈で展開されてきた。しかし、仮面活動と王の活動は、ともに

「社会における権力」という観点からみれば同列に扱い得る主題であり、本研究は、アフ

リカの王制社会および首長制社会に対する理解に通じるものと考える。 

本研究では、以上の問題意識のもとに、まず王と仮面結社が並存するカメルーン高地に

おいて現地調査をおこない、特に仮面結社の観点から、仮面活動と王制の関係を明らかに

する。その上で、周辺地域の仮面文化史、王国興亡史を視野に入れながら、アフリカ社会

における権力の維持や行使、社会統制の観点から仮面の意義と王の意義を比較検討すると

ともに、仮面と権力の関係を広く人類史的視野から明らかにする。 

 

【研究の内容・方法】 

（研究方法） 

調査対象地域として、カメルーン北西部州バメンダ高原地域社会、特にンカンベ首長社

会を設定し、以下の項目を調査した。なお、調査地においては一般家庭に下宿し、日常生

活を共にしながらインタビューと参与観察を並行する形で行った。 

１.王制社会において仮面の果たす社会的機能に関する側面 

仮面を所有する組織や結社に関する詳細 

仮面結社と結社が所有する仮面に関する結社成員・非成員の両方が与える概念調査 

歴史的背景－首長国の成立経緯と変遷 

仮面が登場する祝祭、特に王族の葬祭や即位式等の場における仮面活動 

２.仮面とジェンダーに関する側面 

仮面に関る女性禁忌（タブー）に関する概念の変化 

王制に属する女性の組織集団を調査 

２.仮面活動の現代的展開に関する側面 

 地元住民の知識層が中心となって設立された NKACDA(Nkambe Cultural Development 

Association)組織の形態と活動内容、運営状況などについてインタビューを中心に調査す



る。また、都市部における上部組織、同郷出身者組織との関わりについても同様に調査を

行う。 

 

（研究内容） 

2005 年 2 月～4月：予備調査 

ンカンベ社会において約 2 ヶ月滞在し、ンカンベ社会に存在する結社・集団の名称と役

割、人々が与える意味づけに付いて調査した。特に、ンカンベ村落内の各地区に存在する

主要な仮面結社と、王制に直接関係すると考えられている 2 つの主要結社について、成員

構成と成立経緯、活動内容について調査を行った。 

また、当地域に存在する女性組織のうち、特に王族女性によって構成される結社「Toh

（ト）」について参与観察を行った。 

2005 年 5 月末：日本アフリカ学会第 42 回学術大会 於東京外国語大学 口頭発表 

「仮面結社と首長制社会－カメルーン高地・ンカンベ社会の事例より－」 

本発表では、ンカンベ社会における結社間の関係性と、それぞれが所有する仮面同士の

関係性の 2つの側面から当社会の社会構造を考察した。 

2005 年 8 月～ ：滞在調査 

引き続き、ンカンベ社会において滞在調査を続行中である。調査内容は前回を引き継い

だものとなる。 

 

【結論・考察】 

（考察） 

ンカンベ社会に存在する結社の中で、人々が最も力（呪力、政治的権威）を持つものと

考えている結社がムワロン(mwaron)結社である。そしてこれに対抗、並存するものとして

ンギリ(ngiri)結社が存在する。この２つの結社関係を中心にンカンベにおける結社と首長

制社会について考察した。ムワロン結社とンギリ結社は政治権力的には明らかに上下関係

にあるが、両者は対立する関係性も持つ。両者の仮面には名称やキャラクターなどに共通

性があるが、両者の仮面が対峙する時、ンギリが優先される。以上から、仮面同士の関係

性において、両者は必ずしもムワロン＞ンギリの図式ではなく、むしろ拮抗するものとし

て捉えることができる。 

これまで、ンカンベ社会を含めたバメンダ地域の首長制社会における首長は「神聖王的

存在」の側面が強調されてきた。そして結社や社会組織も首長の権力を保障するものとし

て語られてきた。ンカンベに存在する結社は首長を頂点とした村長、地区長の順で成り立

つピラミッド型権力構造に従う単位であるにも関わらず、各結社の詳細を見ていくと、必

ずしも上記の権力関係に従いきれない側面があることがわかる。以上のように、仮面と仮

面結社の詳細に着目することにより、アフリカの首長制社会における権力構造が流動的な

ものであるということを描き出した。 


